
○
可
燃
ご
み
の
収
集
回
数
を
減

ら
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳

情
　
　
　
　
　
（
建
設
環
境
）

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
イ
ラ
ク
の
自
衛
隊
派
遣
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す

る
陳
情

（
企
画
総
務
・
最
終
日
付
託
）

○
戦
闘
状
態
の
続
く
イ
ラ
ク
へ

の
自
衛
隊
派
遣
を
見
合
わ
せ

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に

関
す
る
陳
情

（
企
画
総
務
・
最
終
日
付
託
）

○
市
立
中
学
校
に
お
い
て
学
校

給
食
法
に
基
づ
く
完
全
給
食

の
実
施
を
求
め
る
請
願（

文
教
）

○
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
け
や
き

号
」
に
関
す
る
請
願
（
厚
生
）

○(

仮
称)

こ
ど
も
の
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
障
害
児

支
援
の
陳
情
　
　
　
（
厚
生
）

○
公
害
苦
情
処
理
制
度
活
用
不

備
に
関
す
る
陳
情（

建
設
環
境
）

年
金
制
度
の
改
善
に
よ
る
国
民
の

将
来
不
安
解
消
を
求
め
る
意
見
書

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
も
、ま
た
、地
域
経
済

の
活
性
化
や
景
気
回
復
の
た
め
に

も
、国
民
の
将
来
不
安
を
解
消
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
閣
府
は
8
月
30
日
、「
国
民

生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は

ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
常
生
活
で

悩
み
や
不
安
を
「
感
じ
て
い
る
」

と
答
え
た
人
が
過
去
最
高
の

67
％
に
達
し
ま
し
た
。
昨
年
の

前
回
調
査
の
63・3
％
か
ら
3.9
％

ふ
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
半
数
が
「
老
後
の
生
活
設
計
」

を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
失
業
が

過
去
最
高
を
記
録
す
る
一
方
、

健
康
保
険
本
人
3
割
負
担
、
介

護
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
年
金

受
給
者
の
年
金
額
カ
ッ
ト
な
ど

が
相
次
ぎ
、さ
ら
に
、2
0
0
4

年
の
「
年
金
改
革
」
に
向
け
て
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
と
年
金
の

引
き
下
げ
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
間

に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
も
の

と
見
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
民
の
将
来

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
左
記

の
事
項
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

１
　
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
率

を
法
律
に
従
い
、来
年
度
か
ら
２

分
の
１
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

２
　
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
理
由
と

す
る
新
た
な
年
金
額
の
引
き

下
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
。

３
　
無
年
金
・
低
年
金
者
の
救

済
と
発
生
防
止
の
仕
組
み
を

つ
く
り
、
将
来
不
安
を
解
消

す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣

「
在
日
外
国
人
の
国
民
年
金
の
無

年
金
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
」

に
対
す
る
救
済
措
置
を
求
め
る

意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣

東
京
都
立
多
摩
老
人
医
療
セ
ン
タ

ー
歯
科
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実

現
に
関
す
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
　

食
品
安
全
条
例(

仮
称)

制
定
に
関

す
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

若
者
の
雇
用
確
保
に
政
府
と
し

て
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

す
べ
て
の
外
国
人
学
校
の
大
学

受
験
資
格
を
早
急
に
認
め
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣

（

）
は
付
託
委
員
会

採
択
さ
れ
た
も
の

○
学
校
・
市
庁
舎
等
市
管
理
の

公
共
施
設
す
べ
て
の
全
面
禁

煙
を
求
め
る
陳
情

〈
趣
旨
採
択
〉
（
企
画
総
務
）

○
外
国
人
学
校
の
大
学
受
験
資

格
に
お
け
る
朝
鮮
・
韓
国
・

中
国
等
ア
ジ
ア
系
民
族
学
校

に
対
す
る
「
差
別
」
を
な
く

し
、
大
学
受
験
資
格
を
早
急

に
認
め
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
　
　
　
　
　
　
　
（
文
教
）

○
全
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
温

水
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
を
求
め

る
請
願〈
趣
旨
採
択
〉（
文
教
）

○
「
教
育
基
本
法
」
の
理
解
を

深
め
、
教
育
の
正
常
化
を
求

め
る
陳
情
　
　
　
　
（
文
教
）

○
普
通
学
級
に
通
う
障
が
い
児

の
介
助
員
に
つ
い
て
の
陳
情

（
文
教
）

○
東
京
都
教
育
委
員
会
へ
「
こ

れ
か
ら
の
東
京
の
心
身
障
害

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

十
分
な
検
討
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情
　
　
　
　
　
（
文
教
）

○
東
京
都
立
多
摩
老
人
医
療
セ

ン
タ
ー
歯
科
の
存
続
に
関
す

る
請
願
　
　
　
　
　
（
厚
生
）

○
西
東
京
市
在
住
の
私
立
小
中

学
校
就
学
者
に
対
す
る
教
育

費
助
成
に
つ
い
て
の
陳
情
　
　

（
厚
生
）

○
年
金
制
度
の
改
善
に
よ
る
国

民
の
将
来
不
安
解
消
を
求
め

る
陳
情
　
　
　
　
　
（
厚
生
）

○
「
在
日
外
国
人
の
国
民
年
金

の
無
年
金
高
齢
者
お
よ
び
障

害
者
」
に
対
す
る
救
済
措
置

に
関
す
る
陳
情〈
趣
旨
採
択
〉

（
厚
生
）

○
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
並
び
に

障
害
者
用
施
設
に
関
す
る
陳

情〈
趣
旨
採
択
〉（
建
設
環
境
）

○
容
リ
法
に
よ
る
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
処
理
を
、
条
件
を

整
え
平
成
17
年
ま
で
に
実
施

す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
　

（
建
設
環
境
）

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
政
府
に
「
平
和
の
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願

（
企
画
総
務
）

○
中
教
審
最
終
答
申
に
基
づ
く

教
育
基
本
法
改
定
に
反
対
す

る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
（
文
教
）

○
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

へ
の
委
託
業
務
縮
小
と
助
成

金
削
減
を
求
め
る
陳
情（

厚
生
）

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
西東京市議会のホームページは、http://www.city.nishitokyo.tokyo.jpでご覧になれます。
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● 一般会計予算（第１号） 
 
● 国民健康保険特別会計予算（第１号） 
● 下水道事業特別会計予算（第１号） 
● 中小企業従業員退職金等共済事業特別
会計予算（第１号） 

● 老人保健（医療）特別会計予算（第１号） 
● 駐車場事業特別会計予算（第１号） 
● 介護保険特別会計予算（第１号） 
 
 
● 西東京市基本構想 
 
 
● 職員退職手当支給条例 
● 市民集会所設置条例 
 

● 公民館設置及び管理等に関する条例  
 

● 廃棄物の処理及び再利用に関する条例  
 
● 市道路線の変更について（11件） 
● 市道路線の認定について（7件） 
● 市道路線の廃止について（1件） 
 
● 年金制度の改善による国民の将来不安
解消を求める意見書 

●「在日外国人の国民年金の無年金高齢者およ
び障害者」に対する救済措置を求める意見書 

● 東京都立多摩老人医療センター歯科の存
続を求める意見書 

● 戦争のない平和な世界の実現に関する
意見書 

● 食品安全条例（仮称）制定に関する意見書 
● 若者の雇用確保に政府として全力を挙げ
ることを求める意見書 

●「これからの東京の心身障害教育の在り
方について」十分な検討を求める意見書 

● 携帯電話の利便性の向上と料金引き下
げを求める意見書 
 
● すべての外国人学校の大学受験資格を
早急に認めることを求める意見書 
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想
 

改
正
条
例
 

そ
の
他
 

議
員
提
出
議
案
 

9月定例会　議案の議決結果一覧 　  　○賛成　△一部反対　×反対 

会　　　派 

（　）は所属議員数 

件　　　名 

請
願
・
陳
情
の
結
果

「
こ
れ
か
ら
の
東
京
の
心
身
障
害

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
十

分
な
検
討
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
教
育
委
員
会

携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上
と
料

金
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長

意
見
書関
係
機
関
へ

西東京市議会だより

議決結果（議案・請願・陳情）・意見書

紅
葉
の
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

何
を
す
る
に
も
一
番
よ
い
季
節
で
す
。

さ
て
、
こ
と
わ
ざ
に
〝
情
け
は
人

の
た
め
な
ら
ず
〞
と
あ
り
ま
す
。
人

に
情
け
を
か
け
る
こ
と
は
、
や
が
て

巡
り
め
ぐ
っ
て
自
分
に
返
っ
て
く
る

と
い
う
意
味
で
す
。
こ
と
ば
で
理
解

で
き
て
も
、
行
動
す
る
に
は
勇
気
の

い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
電
車
や
バ

ス
で
高
齢
者
の
方
に
席
を
譲
る
。
当

た
り
前
の
よ
う
で
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
席
を
譲
っ
た
時
、

も
し
周
り
に
子
ど
も
が
い
た
ら
、
無

言
の
教
育
に
な
り
ま
す
ね
。
84
歳
の

父
曰
く
〝
席
を
譲
っ
て
も
ら
え
な
い

時
が
あ
る
の
は
、
若
い
こ
ろ
自
分
が

寝
た
ふ
り
し
て
た
せ
い
か
な
〞

今
定
例
会
で
基
本
構
想
が
賛
成
多

数
で
議
決
さ
れ
、
新
市
と
し
て
の
街

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
し
か

し
、
街
づ
く
り
と
い
っ
て
も
、
人
づ

く
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
E
）

編

集

後

記

編

集

後

記
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後
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